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研究成果の概要（和文）： この研究は、大学教育の質的な高度化のために、どのような財政的基盤が必要かについて
実証的な研究を目指したものである。具体的には、①日本の大学の4年制大学の教員一人あたりの学生数（ST比）を、
データベース化し、②大学生の学習時間とST比などの物的投入との関係を統計的に分析した。 その結果、以下の点を
明らかにした。A)日本の大学におけるST比は、一般に高く、それが教育の制約になっている。B)しかし、統計的には両
者の関係は複雑であり、大学の教育理念や組織的な文化が大きな役割を果たしている。C)このような観点から、個々の
大学の状況とシステム全体の資源動員との関係をさらに体系的に分析する必要がある。

研究成果の概要（英文）： This study aims at analyzing financial basis for upgrading the quality of 
teaching and learning in Japanese universities. For that purpose, we 1) surveyed lieterature in this 
field, 2) constructed a database on student/teacher ratio, and 3) analyzed statistical relations between 
physical inputs and various variables related to teaching practices and learning behavior of students.
 From these analyses, we found A) the student/teacher ratios are particularly high in social sciences, B) 
but the statistical relations between the input variables and teaching and learning are not necessarily 
strong, probably indicating that organizational culture and motivation are playing significant roles, and 
C) this calls for more comprehensive analysis encompassing organizational aspects.
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１．研究開始当初の背景 
高等教育の焦点は、20 世紀における量的拡

大から、21 世紀における質的改革・再編へと
移りつつある。同時に政府財政は緊迫し、「市
場化」の勢いが強くなっている。この中で、
どのような形で高等教育の質的改革を支え、
また教育機会の均等性を保つことができる
のか。これは日本だけでなく、世界の高等教
育政策の共通の課題となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究はそうした観点から、①高等教育へ

の社会的投資水準とその背景、②高等教育財
政の個別大学の教育に対する影響、そして③
大学内部での資源配分と教育アウトカムと
の関係、を実証的に分析することによって、
今後の高等教育財政のあり方をめぐる議論
の基礎を形成することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
上記の研究目的に対応して、本研究では、

(1)．【マクロレベル】大学教育改善の視点
からみた高等教育財政メカニズム、 
(2)．【メゾレベル】政府の高等教育財政政
策およびインセンティブシステムとそれに
呼応する大学の行動、そして 
(3)．【ミクロレベル】個別大学における財
政支出・資源配置と教育アウトカムとの関
連、という三つの視点から実証的な研究を
おこなった。そのために個別大学別のデー
タベースを整備し、また分析作業の必要に
応じてデータを作成した。 
本研究における実証分析作業の中心は、個

別大学の経営と教育アウトカムとを結ぶ過
程の分析である。これまでの研究によって蓄
積した個別大学の財務情報、教職員等の情報、
および学生の学習行動調査、教員調査のデー
タを次のような概念モデルのもとに分析し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．研究成果 
 以上の作業の結果として以下の点を明ら
かにした。 
(1).私立大学については、教員一人あたり

学生数（ST 比）がきわめて大きい大学がある。
特に大規模私大の社会系学部においてその
傾向が著しく、日本の大学教育の質を考える
うえで、大きな問題となっている。 
(2).国立大学については、ST は小さいもの

の、特に社会科学系では、大規模授業の割合
が多く、比較的に恵まれた財政条件が、教育
の質につながっていない。 
(3).学修時間と大学の規模、選抜性等との

関係を分析すると、必ずしも明確な法則性が
みつからない。大学の組織としての理念、カ
ルチャーが、大学教育のアウトカムを決定す
る点で大きな影響を与えている。 
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